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XEXEXEXE----5555・・・・7777・・・・10F10F10F10F 型型型型            
この度は、XE 型をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

この「施工要領書」をよくお読みになり、正しい施工をおこなってください。  
目 次 １．施工前の手続き等           1 ２．施工に関する基本事項           3 ３．浄化槽の部品、重量、寸法一覧表          6 ４．標準施工            7 ５．特殊な施工           14 ６．アフターサービスについて         19 <参考> 施工終了時チェックリスト          20 

注意 

 施工要領書内の警告および注意表示のある箇所を浄化槽の施工をおこなう前に注意深くお読みになり、よく理解してください。   
 



 

    
留意事項留意事項留意事項留意事項    

浄化槽工事は、工事現場で浄化槽設備士が指導してください。浄化槽工事は、工事現場で浄化槽設備士が指導してください。浄化槽工事は、工事現場で浄化槽設備士が指導してください。浄化槽工事は、工事現場で浄化槽設備士が指導してください。    ①浄化槽の設置届けを確認してください。 ②工事施工要領書・工事仕様書、浄化槽工事の技術上の基準等の諸法令を、確実に守って工事してください。    工事が不完全な場合は、槽の破損による汚水漏れ・放流水質の悪化等の原因になります。 ③送風機を設置する場所は、通気・防湿・騒音に配慮してください。 振動防止のために、基礎はコンクリート製とし、送風機自体の重量や振動に耐えるものとしてください。 据付コンクリートの基礎は、建築物と直接繋げることなく、地盤（GL）より 10cm 以上高くし、送風機台の外寸より 5cm 大きくしてください。    ④工事は浄化槽工事の技術上の基準を守り、特に、基礎工事、埋め戻し工事、上部スラブ打設等は、施工要領書に基づき、正しくおこなってください。 また、駐車場・車庫にする場合、交通量の多い道路端に設置する場合、近くの建築物の荷重が槽本体に影響する場合、軟弱地盤に施工する場合、多雪地帯に設置する場合等は特殊工事になりますので、槽本体に影響を及ぼさないように補強工事をおこなってください。 特に、事務所、店舗関係で、不特定多数の車両が駐車されるような場所に浄化槽を設置される場合は、店舗等の規模、駐車場の広さ等を勘案して、予見しうる最大荷重に耐えうる補強工事に留意してください。    ⑤浄化槽を破損しないように埋め戻しには、次のような事項に注意し、作業してください。 イ）水張りの後に、埋め戻し作業をおこなってください。 ロ）埋め戻しの土は、石ころ等が混入しない砂質土を用いてください。 ハ）埋め戻し時に重機のバケット等を槽に当てたり、高いところから埋め戻しの土を落とさないでください。   浄化槽設置工事に伴う残土・残材は「廃棄物の処理および清掃に関する法律」で産業廃棄物となりますので、その規定に従って処理してください。 ⑥浄化槽に入れる消毒剤は、浄化槽を使用開始するまでは開封しないでください。    この注意を怠ると、金属類の腐食を生じるおそれがあります。    ⑦設置工事完了後は、工事終了時チェックリストで確認してください。    ⑧使用者に、浄化槽の保守点検業者と維持管理契約をするよう、ご指導ください。    ⑨取扱説明書・保証書等を施主に手渡す時は必ず受領書を受け取り保管すること。    ⑩「取扱説明書等」が使用者に渡っていないときは、弊社にご連絡いただけるよう、お伝えください。郵送致します。 ⑪浄化槽の設置工事に関して不詳な点は弊社窓口にお問い合わせください。 

注意注意注意注意 

次の注意事項を守らずに事故が生じた場合は、工事をした人の責任を問われるおそれがあります。次の注意事項を守らずに事故が生じた場合は、工事をした人の責任を問われるおそれがあります。次の注意事項を守らずに事故が生じた場合は、工事をした人の責任を問われるおそれがあります。次の注意事項を守らずに事故が生じた場合は、工事をした人の責任を問われるおそれがあります。    

…１）マンホール・点検口等からの転落・傷害事故防止…１）マンホール・点検口等からの転落・傷害事故防止…１）マンホール・点検口等からの転落・傷害事故防止…１）マンホール・点検口等からの転落・傷害事故防止    ①工事中は、必要なとき以外はマンホール・点検口等の蓋を必ず閉めてください｡ ②マンホール・点検口等のひび割れ・破損等を発見したら、直ちに取り替えてください。 これらの注意を怠ると、転落・傷害の生じるおそれがあります。これらの注意を怠ると、転落・傷害の生じるおそれがあります。これらの注意を怠ると、転落・傷害の生じるおそれがあります。これらの注意を怠ると、転落・傷害の生じるおそれがあります。    
…２）傷害事故防止…２）傷害事故防止…２）傷害事故防止…２）傷害事故防止    槽の吊り上げ・据え付けは、玉掛け作業をおこなってください。 槽の下には立ち入らないでください。 これらの注意を怠ると、傷害事故の生じるおそれがあります。これらの注意を怠ると、傷害事故の生じるおそれがあります。これらの注意を怠ると、傷害事故の生じるおそれがあります。これらの注意を怠ると、傷害事故の生じるおそれがあります。    
…３）転落事故防止…３）転落事故防止…３）転落事故防止…３）転落事故防止    据え付け後の水張り、浮上防止金具の取り付け作業は足場板等で養生しておこなってください。 これらの注意を怠ると、転これらの注意を怠ると、転これらの注意を怠ると、転これらの注意を怠ると、転落事故の生じるおそれがあります。落事故の生じるおそれがあります。落事故の生じるおそれがあります。落事故の生じるおそれがあります。    
…４）転落事故防止…４）転落事故防止…４）転落事故防止…４）転落事故防止    埋設工事に際して、穴を掘った周囲には、防護柵をつくり、関係者以外立ち入らないようにしてください。 これらの注意を怠ると、転落事故これらの注意を怠ると、転落事故これらの注意を怠ると、転落事故これらの注意を怠ると、転落事故((((傷害傷害傷害傷害))))の生じるおそれがあります。の生じるおそれがあります。の生じるおそれがあります。の生じるおそれがあります。    
…５）感電・発火事故防止…５）感電・発火事故防止…５）感電・発火事故防止…５）感電・発火事故防止    ①送風機・ポンプ・制御盤等で接地工事(アース)が必要な電気機器は、必ず接地工事をしてください。 ②送風機の電源にコンセントを使用する場合は、JIS防雨型コンセントをご使用ください。 ③送風機・ポンプ・制御盤等の電気機器の工事は、電気工事に係る資格のある専門業者に依頼してください。 これらの注意を怠ると、感電・発火の生じるおそれがあります。これらの注意を怠ると、感電・発火の生じるおそれがあります。これらの注意を怠ると、感電・発火の生じるおそれがあります。これらの注意を怠ると、感電・発火の生じるおそれがあります。    

    留意留意留意留意        留意留意留意留意        留意留意留意留意        留意留意留意留意    
    留意留意留意留意    
    留意留意留意留意        留意留意留意留意        留意留意留意留意        留意留意留意留意        留意留意留意留意    

！！！！        注意注意注意注意    ！！！！    
    注意注意注意注意    ！！！！    
    注意注意注意注意    ！！！！        注意注意注意注意    ！！！！    

    留意留意留意留意    

    注意注意注意注意    ！！！！    
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１．施工前の手続き等１．施工前の手続き等１．施工前の手続き等１．施工前の手続き等    

        ※※※※    浄化槽を設置する場合は、浄化槽法の規定に伴い、関係官庁に届出なければなりません。浄化槽を設置する場合は、浄化槽法の規定に伴い、関係官庁に届出なければなりません。浄化槽を設置する場合は、浄化槽法の規定に伴い、関係官庁に届出なければなりません。浄化槽を設置する場合は、浄化槽法の規定に伴い、関係官庁に届出なければなりません。    
１－１１－１１－１１－１    浄化槽設置申請書の種類と届出先浄化槽設置申請書の種類と届出先浄化槽設置申請書の種類と届出先浄化槽設置申請書の種類と届出先    

（１）（１）（１）（１）    確認申請書を伴う場合確認申請書を伴う場合確認申請書を伴う場合確認申請書を伴う場合    建物を建築する際に、浄化槽を設置する場合は建築主事に浄化槽設置届出書を確認申請書と共に提出します。 
（２）（２）（２）（２）    汲取便所から水洗便所に改造する汲取便所から水洗便所に改造する汲取便所から水洗便所に改造する汲取便所から水洗便所に改造する場合場合場合場合    建物の建築を伴わないで浄化槽だけを設置する場合と既設の浄化槽の構造・規模を大幅に変更する場合は、都道府県知事（保健所）に浄化槽設置届出書を提出します。 

１－２１－２１－２１－２    必要な書類必要な書類必要な書類必要な書類    

   ・ 浄化槽設置届      ・ 建築平面図 

   ・ 仕様書           ・ 浄化槽の配置図 

   ・ 委任状           ・ 浄化槽の構造図（型式適合認定書等） 

   ・ 付近見取図        ・ 排水経路図 

※届出書類は都道府県・市町村によって異なる場合があります。届出書類は都道府県・市町村によって異なる場合があります。届出書類は都道府県・市町村によって異なる場合があります。届出書類は都道府県・市町村によって異なる場合があります。    

        設置届けの関係図設置届けの関係図設置届けの関係図設置届けの関係図    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 浄化槽 を設置 する者 
新 築 時 に 設 置 確 認 申 請 書 浄 化 槽 の み 設 置 浄化槽設置届出書 

建 築 主 事 特 定 行 政 庁 保 健 所 都 道 府 県 知 事 
浄化槽が構造基準等に適合しているかをチェック 浄 化槽 の計画 が保 守点検・清掃その他衛生上適正かをチェック 

構造等が不適合 
衛生上不適正 

設置承認通知 
改善勧告（21 日以内） 

変更・廃止命令（21 日以内） 
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１－３１－３１－３１－３    浄化槽の選定浄化槽の選定浄化槽の選定浄化槽の選定    日本工業規格 JIS-A-3302-2000 により建築物の用途に応じて処理対象人員を算出し、浄化槽の大きさ（人槽）を決定してください。 （算出方法のわからない場合は弊社または代理店にお問い合わせください。）  
    〔設置について改善勧告・変更命令〕〔設置について改善勧告・変更命令〕〔設置について改善勧告・変更命令〕〔設置について改善勧告・変更命令〕    （法第 5 条第 2･3 項） 浄化槽の設置届出を受理した日から 21 日（型式認定を受けた浄化槽は 10 日）以内に限り、 ①都道府県知事は、保守点検・清掃その他生活環境の保全および公衆衛生の観点から改善の必要があると認めるときは、改善勧告をすることができる。 ②特定行政庁は、浄化槽の構造基準に適合しないと認めるときは、届出浄化槽の設置または変更・廃止を命ずることができる。  
    〔上記期間内の工事着手禁止〕〔上記期間内の工事着手禁止〕〔上記期間内の工事着手禁止〕〔上記期間内の工事着手禁止〕    （法第 5 条第 4 項） 届出の内容が相当であると認める旨の都道府県知事・特定行政庁の通知を受けた場合を除いて、上記期間内は浄化槽工事に着手してはならない。  
    〔設置届けに関する罰則〕〔設置届けに関する罰則〕〔設置届けに関する罰則〕〔設置届けに関する罰則〕 ①届出をせず、または虚偽の届出をした者   3 月以下の懲役または 20 万円以下の罰金 変更・廃止命令に違反した者          同   上 ②期間内に浄化槽工事を施工した者       10 万円以下の罰金  
    〔浄化槽設置届出書の様式〕〔浄化槽設置届出書の様式〕〔浄化槽設置届出書の様式〕〔浄化槽設置届出書の様式〕 浄化槽設置届出書の様式等は、昭和 60 年厚生省・建設省令第 1 号に規定され、記載事項の詳細は昭和 60 年建設省住指発第 553 号建築指導課長通知に示されている。  
    〔関係法令〕〔関係法令〕〔関係法令〕〔関係法令〕 届出を要しない構造・規模の変更は、処理方式の変更を伴わず処理対象人員・日平均汚水量の10％以上の変更を伴わないもの。（昭和 60 年厚生省・建設省令第 1 号第 2 条）  
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２．施工に関する基本事項２．施工に関する基本事項２．施工に関する基本事項２．施工に関する基本事項    

２－１２－１２－１２－１    安全な施工をおこなうために安全な施工をおこなうために安全な施工をおこなうために安全な施工をおこなうために    ①工事関係者以外の人が立ち入らないように、立ち入り禁止立ち入り禁止立ち入り禁止立ち入り禁止の看板と施工現場の周囲にロープ等で夜間でもわかるような防護柵をおこなってください。 ②資格を要する機械の使用には、資格を持った人がおこなってください。 （吊り下げ・玉掛け作業・クレーン作業・フォークリフト・重機車両等）  
２－２２－２２－２２－２    浄化槽施工資格浄化槽施工資格浄化槽施工資格浄化槽施工資格 ①浄化槽を施工する場合、施工業者は当該業をおこなおうとする区域を所轄する都道府県知事の登録を受けなければなりません。 ②浄化槽工事には、浄化槽設備士が実地に監督することが義務付けられています。  
２－３２－３２－３２－３    浄化槽工事業者登録票の掲示浄化槽工事業者登録票の掲示浄化槽工事業者登録票の掲示浄化槽工事業者登録票の掲示 浄化槽を施工する際には、下記の浄化槽工事業者登録票の掲示が義務付けられています。  （浄化槽工事業者登録票（浄化槽工事業者登録票（浄化槽工事業者登録票（浄化槽工事業者登録票    昭和昭和昭和昭和 60606060 年建設省令第年建設省令第年建設省令第年建設省令第 6666 号号号号    様式様式様式様式    第第第第 8888 号・第号・第号・第号・第 9999 号）号）号）号）      浄化槽工事業者登録（届出済）票 氏名または名称   代 表 者 の 氏 名   登 録 年 月 日  知事（登又届  ）第  号 登 録 番 号   浄 化 槽 設 備 士 の  氏  名   
２－４２－４２－４２－４    設置場所の事前調査設置場所の事前調査設置場所の事前調査設置場所の事前調査    

（１）（１）（１）（１）    現場のチェック現場のチェック現場のチェック現場のチェック    施工に必要な広さは、施工図等を参考としてください。槽間距離は、通常おおむね 500mmとします。また、槽より 1m離れた所に矢板を打ってください。 浄化槽機材の搬入・残土搬出等の作業に差し障りのないスペースを確保してください。 施主や建築業者・その他の関係者間でよく打ち合わせをおこなってください。 
（２）（２）（２）（２）    設置条件設置条件設置条件設置条件 ①槽は、地下埋設とし、表 1 の条件に従ってください。 ただし、上部を駐車場とする場合、交通量の多い道路端に設置する場合、さらに崖下や建物等に接する場合等は特別な工事が必要です。別項の「特殊な工事が必要な場合」を参照してください。 

〔備〔備〔備〔備    考〕考〕考〕考〕    浄化槽設備士の氏名は、営業所に掲げる場合にあっては、当該営業所に置かれる浄化槽設備士の氏名とし、浄化槽工事の現場にあっては当該現場に置かれる浄化槽設備士の氏名とする。 〔改〔改〔改〔改    訂〕訂〕訂〕訂〕    登録票の大きさは平成 23 年国土交通省令第 106 号により縦が 35cm 以上から25cm 以上に、横が 40cm 以上から 35ｃｍ以上に改訂されています。 
22225555cm以上 

35353535cm以上 
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表表表表 1111    設置条件設置条件設置条件設置条件    長期許容地耐力 33kN/m2 以上 垂直最深積雪量 1.0m以下 積 載 荷 重 駐 車 場 以 外 1.8kN/m2 以下 駐 車 場 ※総重量 19.6ｋN（2ｔ）以下の車両 最 高 地 下 水 位 地盤面下 30cmまで 設 置 方 法 地下埋設 基 礎 床 版 の 位 置 （ 最 深 埋 設 時 ） 地盤面下 1.88ｍ             ※ＸＥ-10Ｆ型を除く ②排気管は所定の位置まで横引き管でのばし、立ち上がり管は軒上 1m 程度まで上げる等して、できるだけ臭気の問題が起こらないように配慮してください。 ③保守点検、清掃が容易に出来る所へ設置してください。 
    

    

    〔関係法令〕〔関係法令〕〔関係法令〕〔関係法令〕 浄化槽の工事については、浄化槽工事業者の登録制度と浄化槽設備士の資格制度が設けられ、登録業者でなければ工事を施工することができず、登録業者は浄化槽設備士を営業所ごとと工事現場に置くことが義務付けられた。また、浄化槽工事の技術基準も設けられた。        
    浄化槽工事業者の登録制度浄化槽工事業者の登録制度浄化槽工事業者の登録制度浄化槽工事業者の登録制度        （法第 5 章 第 21 条～34 条） 

    〔浄化槽工事業者の登録〕〔浄化槽工事業者の登録〕〔浄化槽工事業者の登録〕〔浄化槽工事業者の登録〕  （法第 21 条） 浄化槽工事業を営もうとする者は、当該業をおこなおうとする区域を所轄する都道府県知事の登録を受けなければならない。登録の有効期間は 5 年とする。（法第 21 条） 罰則 登録を受けないで浄化槽工事業を営んだもの、不正な手段で登録を受けた者       1 年以下の懲役または 50 万円以下の罰金  
    〔浄化槽工事業の定義〕〔浄化槽工事業の定義〕〔浄化槽工事業の定義〕〔浄化槽工事業の定義〕        （昭和 60 年建設省経建発第 129 号） 浄化槽工事業は、浄化槽工事を自ら施工する工事業であるので、浄化槽工事を含む工事を請負っても、浄化槽工事を他業者に下請負させて自ら施工しない者は浄化槽工事業者に該当しない。  
    〔特例浄化槽工事業者〕〔特例浄化槽工事業者〕〔特例浄化槽工事業者〕〔特例浄化槽工事業者〕        （許可業者は届出 法 33 条） 建設業法による許可業者のうち、次の三業種のいずれかで許可を得ている業者で、浄化槽工事業を営む者は、特例で届出により浄化槽工事業者として認められる。ただし、この場合も営業所ごとに浄化槽設備士を置く等浄化槽工事業者としての要件が必要である。また、許可業者であっても届出をしなければ浄化槽工事業を営むことはできない。 ①管工事  ②土木工事業  ③建築工事業         
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    〔登録・届出の範囲は都道府県〕〔登録・届出の範囲は都道府県〕〔登録・届出の範囲は都道府県〕〔登録・届出の範囲は都道府県〕        （昭和 60 年建設省経建発第 129 号）    浄化槽工事業者は都道府県知事登録であるので浄化槽工事業を営めるのは、登録（届出）した都道府県の区域内だけである。営業所がなくとも浄化槽工事をおこなう場合は、必ずその工事をおこなう区域を管轄する都道府県知事の登録を受けなければならない。  
    

〔営業所と浄化槽設備士〕〔営業所と浄化槽設備士〕〔営業所と浄化槽設備士〕〔営業所と浄化槽設備士〕        （法第 29 条・経建発第 129 号） 浄化槽工事業者（届出による特例浄化槽工事業者も含む）は、浄化槽設備士を営業所ごとに置くことと浄化槽工事現場に置くことが、義務づけられている。（法第 29条） 罰則 違反者は、10 万円以下の罰金  
    〔登録の申請手続き〕〔登録の申請手続き〕〔登録の申請手続き〕〔登録の申請手続き〕        （法第 2 条・昭和 60 年建設省令第 6 号） 登録の申請に必要な書類、その様式等は昭和60年建設省令第6号「浄化槽工事業に係る登録等に関する省令」で示されており、その留意事項等は昭和 60 年建設省経建発130号建設業者通知「浄化槽法令に基づく登録事務等の取扱いについて」で示されている。また前途のように登録に関する条文は意味、運用については、昭和 60 年建設省経建発第 129号建築経済局長通達「浄化槽法の施工と運用について」で示されている。 ○ 申請の窓口 一部の県を除き建設業許可の窓口と同じ 
    

    〔標識の掲示と帳簿の備付け〕〔標識の掲示と帳簿の備付け〕〔標識の掲示と帳簿の備付け〕〔標識の掲示と帳簿の備付け〕        （法第 30, 31 条 建設省令第 6 号 9, 10 条） 浄化槽工事業者は、その営業所および浄化槽工事の現場ごとに標識を掲示することと、営業所ごとに帳簿を備え、必要事項を記載することが義務付けられている。     
    浄化槽工事の技術基準浄化槽工事の技術基準浄化槽工事の技術基準浄化槽工事の技術基準        浄化槽工事は、浄化槽工事の技術上の基準に従っておこなわなければならない（法 6 条）、という規定により、昭和 60 年厚生省令・建設省令第 1 号第１条で、技術基準が定められている。     
    浄化槽設備士制度浄化槽設備士制度浄化槽設備士制度浄化槽設備士制度    （法第 7 章 第 42 条～第 44 条、昭和 59 年建設省令第 17 号）    浄化槽工事を実地に監督する者で、国土交通大臣より浄化槽設備士免状の交付を受けた者をいう。 浄化槽工事業者は、浄化槽設備士を営業所ごとと工事現場に置くことを義務づけられている。     
    〔浄化槽設備士免状〕〔浄化槽設備士免状〕〔浄化槽設備士免状〕〔浄化槽設備士免状〕    浄化槽設備士免状は、次の者に国土交通大臣が交付する。 ①浄化槽設備士試験に合格した者 ②浄化槽設備士認定講習会の課程を修了した者  
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３．浄化槽の部品、重量、寸法一覧表３．浄化槽の部品、重量、寸法一覧表３．浄化槽の部品、重量、寸法一覧表３．浄化槽の部品、重量、寸法一覧表    

（１）（１）（１）（１）    部品一覧表部品一覧表部品一覧表部品一覧表                ※添付書類の中に、取扱説明書（保証書付）、施工要領書、維持管理要領書、シーディング剤があることを確認してください。 
    

    

    

（２）（２）（２）（２）    仕様、寸法一覧表仕様、寸法一覧表仕様、寸法一覧表仕様、寸法一覧表                         平面図                           断面図 

項  目 単位 XE-5 XE-7 XE-10F 処理対象人員 人 5 7 10 全長（L） mm 1900 1920 2520 全巾（W） mm 1020 1320 全高（H） mm 1550 流入管底 mm 250 放流管底 mm 300 流入・放流管径 mm φ100 汚泥貯留槽※ m3 1.071 1.468 2.005 ﾋﾟｰｸｶｯﾄ部 m3 0.098 0.124 0.171 担体流動槽 m3 0.389 0.569 0.761 沈殿槽 m3 0.145 0.196 0.275 消毒槽 m3 0.021 総容量※ m3 1.626 2.254 3.233 ブロワ風量  L/分 50 60 80 

型  式 : ¹ � º»-5・¼・10½型 T¾ ¿量 浄化槽本À Á 1 式 Â�ÃーÄ�ÅÆ600 Á 2Ç ÈロÉ（�Ê¹ËÃー4Ì�Í等） �ÎーÄ 1Ï ­�書� ÈロÉÐÑ�ÎーÄにÒープでÓり�け 1 式 ����
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４４４４．標．標．標．標    準準準準    施施施施    工工工工 
�工事の流れのフロー工事の流れのフロー工事の流れのフロー工事の流れのフロー     ¡ 事前ÔÕ  Ö × 水ØÙ方  Ö Ú 基_工事  Ö Û 本ÀÜ�（½ÝÞ本À） � � 工場内ß¹à¬  Ö �  á 水âり � � ÈロÉ設置  Ö ã 7めäし  Ö å ri工事  Ö æ ÈロÉの��け  Ö ç è�ク�ー�4éÈの-設工事  Ö ¡ê ëì·のíî  Ö ¡¡ ¦�ï  Ö ¡× ð工検Õとkきñし    
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４－１４－１４－１４－１    事前調査事前調査事前調査事前調査    工事の��りとしては、まず現場ÔÕをおこない、工事をおこなうための�の条8を確認してください。  ò設置場所の"さ ・・・・・・・・・・・・・・・ 設置#^通りの"さがあるか。 òó4i・水道iの7設の\置 ・・・・ ó4i・水道iが7設されていないか。 òri>の¥ô ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 浄化槽のri�>に3õ物はないか。 ò/入・/出の¥ô ・・・・・・・・・・・・・・ 浄化槽の持ちöみができるか。 ò設置場所周囲の¥ô ・・・・・・・・・・・ 資.置場・�é÷ク・01の�b置場があるか。                           クレー�・�é÷クの作業が確保できるか。 ò1øのùúおよびû水の~ü ・・・・・ 1øの¥ôはýうか。                            û水はあるか。                            ,板等必要か。 ò工事þJ・工事用水の¥ô ・・・・・・ 現場でþh・工事用水がÔ�できるか。                           ����か、��プ�÷プ��か。 その他の確認事項として ò関係�庁wの書�の申請提出は��でいるか。 ò浄化槽および�Ê:¹は�っているか。 ò浄化槽の施工の際は現場{とに��を�げること。  
４－２４－２４－２４－２    水盛遣方水盛遣方水盛遣方水盛遣方    ò工事に掛かる前に、設置\置の�âりをして45ー4の確認をしてください。 ò工事の	
にならない\置に水�を-ちöみ、�出し作業6[さの
�÷クに� てください。 ò設��]（��
Âーク）を事前に確認してください。（�#$F）        
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４－３４－３４－３４－３    基礎工事基礎工事基礎工事基礎工事    
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！！！！        警警警警    告告告告            堀削工事をおこなう際は、必ず土留めをおこなってください。堀削工事をおこなう際は、必ず土留めをおこなってください。堀削工事をおこなう際は、必ず土留めをおこなってください。堀削工事をおこなう際は、必ず土留めをおこなってください。    

※これらの注意を怠ると、転落事故や土砂崩れの生じるおそれがあります。※これらの注意を怠ると、転落事故や土砂崩れの生じるおそれがあります。※これらの注意を怠ると、転落事故や土砂崩れの生じるおそれがあります。※これらの注意を怠ると、転落事故や土砂崩れの生じるおそれがあります。    

！！！！        注注注注    意意意意            転落事故防止転落事故防止転落事故防止転落事故防止    

埋設工事に際しては、穴を掘った周囲には、防護柵をつくり関係者以外立ち入埋設工事に際しては、穴を掘った周囲には、防護柵をつくり関係者以外立ち入埋設工事に際しては、穴を掘った周囲には、防護柵をつくり関係者以外立ち入埋設工事に際しては、穴を掘った周囲には、防護柵をつくり関係者以外立ち入

らないようにしてください。らないようにしてください。らないようにしてください。らないようにしてください。    

※これらの注意を怠ると、転落事故（傷害）の生じるおそれがあります。※これらの注意を怠ると、転落事故（傷害）の生じるおそれがあります。※これらの注意を怠ると、転落事故（傷害）の生じるおそれがあります。※これらの注意を怠ると、転落事故（傷害）の生じるおそれがあります。    

    

    

（１）（１）（１）（１）    掘削工事掘削工事掘削工事掘削工事    設置場所6�入i、�出iの方�を確認し、施工#^に示す�法で基_工事をおこなってください。 特に、深く�りす�ないようhをxけてください。深く�りす�ると、せっかくの��をいため、基_が��定となり、�水にしたときに水平がくるったり、�等�下をおこしたりするおそれがあります。       ���J��&������*������ �¡¢B����Sc¢B£¤¥A¦��§¨NO<P©�cde�ª«n¬�­r�&ª«�¡¢B£¤¥A¦�� � （２）（２）（２）（２）    割栗石地業割栗石地業割栗石地業割栗石地業    ��（��または玉�）と��し、� （!öみ� ）による����業をおこないます。�"の際に#らされた�]を$めるのが�%であるため、xき$めは、��が1®に&'くいö)ように(入りにおこなう必要があります。 ®¯°�&± ���²²�©¥³´;§µ�S¶AB@�·¸B£¤¥A¦�
（３）（３）（３）（３）    基礎コンクリート打ち基礎コンクリート打ち基礎コンクリート打ち基礎コンクリート打ち    基_)上げの[さを確認し、水平に* 100++のè�ク�ー�を-ってください。 なお、これらのè�ク�ー�を省+して�だけを,いたような基_を作ると、長い間に�が-い�されて、���の./な:'がOA槽の0^にAし、12するおそれがあるので、必ず、è�ク�ー�を用いてください。 基_工事をà全におこなうことは、槽全Àの水平の確保と�等�下の防止のため、きわめて�要です。また、槽の水平が=3でも4うと、処理機5に63をきたします。必ず水準7で水平を確認してください。�8のみによる-設はしないでください。         
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４－４４－４４－４４－４    本体据付け本体据付け本体据付け本体据付け    ò槽は必ず水平にÜ �けてください。水平9rは 1M200 以下としてください。 浄化槽が:いていると、槽内の水の�れ6、�っh等に;<りが生じ、処理機5が=下して��水øが>化する?@になります。 òÜ�けの方�（�入、��の方�）が�しいことを確認してください。 ò水準7を槽のÂ�ÃーÄAに¿B所あてて、槽の水平を出してください。 ò槽を吊り上げるときは、必ず C点吊りにしてください。 Dって槽をEしてしまった場合は、FÀ�G槽のFÀが槽外に出てしまうことがありますので、確認して槽内にäしてください。 òû水があるときは、H上防止工事をおこなってください。（IS16）      $$$$$$$$$$$$$$$$           ÉJKーロープの掛け方                    水準7のあて方 $$$$
４－５４－５４－５４－５    水張り水張り水張り水張り    ò水âりは、必ず7めäし前におこなってください。 ò浄化槽に水をâりながら下#の\置にある水準��Lにて水平が4わないことを確認してください。その際にMhÔ�ÌÄÈレÌーおよびN環水OPQ置のÔ�板は出Tbに設定されていますので手をRれないようにしてください。万�、\置がずれてしまった場合は所定の\置にäしてください。  
４－６４－６４－６４－６    埋め戻し埋め戻し埋め戻し埋め戻し    ò槽内に1�が入らないように、Â�ÃーÄに�Åをしてください。 ò7めäしの1は、�こS等がT入しないùø1（��等）を用いてください。 ò水Uめをおこないながら7めäし、VきW等でVき$めてください。 ò7めäしX、Y生期間を&'にとってください。  
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４－７４－７４－７４－７    配管工事配管工事配管工事配管工事    ò�のri.Zを準�してください。    
    

（１）（１）（１）（１）    汚水配管汚水配管汚水配管汚水配管    ò生活g水以外の特Dなg水は、[対に浄化槽に�さないでください。 òq点、\]点、合�点には、J�Ìー�^を設置してください。 OL:'は、およそ 10+{とにJ�Ìー�^を設置してください。�
によっては�り�いの_なることもありますので指導に9ってください。 òoViには、汚水のriを[対にA`しないでください。 òa�è�b外機等の機7の�cに浄化槽の��iA`Xのd水^を設置しないでください。 
（２）（２）（２）（２）    臭突配管臭突配管臭突配管臭突配管    òoViの立ち上げ\置は、ceの建物の\置をrsして決めてください。 òjkiはできるだけfくし、浄化槽に�かって下り9rになるようにしてください。 ò立ち上げ[さは、建物のl上より 1+以上としてください。 òg等でEれないようにh�ー�をxけてください。              
（３）（３）（３）（３）    空気配管空気配管空気配管空気配管    ¹º» ¼½¥�&�½ 
² ��¾s&¿nÀ�3Áh��¾sB£¤¥A¦
² SÂÃB ��² ���­r�& ¼ÄSÄÅAÆÇMP³ ÈÉ�. ÊË� ÈÉQ� ��ÌBÍ(�ÎÏSÐA³£¤¥A¦�¹º» ¼��ScÑÒ��&ÓÔ�nÕÖ6A�Ñ�×ØsB£¤¥A¦���

ri�� �入i、��i oVi Phi（Mhi） iøj化klÄmJプ nÞ100 または no100 nÞ65 または no65 nÞ13 ����
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（平pの場合）$$$$
（2q建ての場合）$$$$
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４－８４－８４－８４－８    ブロワの取り付けブロワの取り付けブロワの取り付けブロワの取り付け    

（１）（１）（１）（１）    ブロワの設置場所ブロワの設置場所ブロワの設置場所ブロワの設置場所についてについてについてについて    òrd6QRでÈロÉがs水するおそれのない場所に設置してください。 òÈロÉは浄化槽水^より上^に設置してください。 ò�tuó4のvれるおそれのある場所wは設置しないでください。 ò�ïwのhになる所（xb6応A間のcく等）wの設置はyけてください。 òg通しのùいできるだけ日zの場所に設置してください。 ò{hの=い場所6gの|き}まり等Ãè�6~�の=い場所はyけてください。 ò�h�の�下等、�'を��だMhを�いö)�5uのあるとこSから'して設置してください。 ò²持i理に� なとこSが適当です。 
（２）（２）（２）（２）    電気工事について電気工事について電気工事について電気工事について    òÈロÉ用のrLにはvþÈレー�ーを必ず�り�けてください。 òÈロÉをp外に�り�けるときは、防水型è����を必ず使用してください。 òè����は容uに�り外しできない構造としてください。 ò�ÊÈロÉを使用する場合、A�（�ー4）工事は�要です。 
（３）（３）（３）（３）    設置工事について設置工事について設置工事について設置工事について    òÈロÉは�用のÜ�Ïに設置してください。 ò基_はè�ク�ー�ß等で�$にß作し、水平に設置してください。 òÜ�Ïは、�上より[くしてd水の�*�りがÈロÉに�入しないようにしてください。 また、��り6èー�ー等には�J設置しないでください。詳しくは、ÈロÉの��¯°書を$Fしてください。 òÈロÉに=量の水がかかる�5uのあるときは、水よけのp�または囲いを設けてください。 ò防w、防水のための囲いを設けるときは、囲いの内:�nが C0�を� ないよう、�h�を�り�けてください。 òÈロÉの��プÅJK�ーÈÄは、ÈロÉ本ÀにARさせないでください。_(wの?@になる場合があります。  

４－９４－９４－９４－９    コンクリートスラブの打設工事コンクリートスラブの打設工事コンクリートスラブの打設工事コンクリートスラブの打設工事    ò7めäし工事がà¬したら、Â�ÃーÄの周囲にè�ク�ー�を-設します。 ò�準7設の場合は、�#を$%にしてください。 
４－１０４－１０４－１０４－１０    消毒剤の開封消毒剤の開封消毒剤の開封消毒剤の開封    ò�·�の®の���にëì·が入っていますので、浄化槽を使用í�するbには、���をíîしてëì·を�り出し、�·�に入れOしてください。 注 意  浄化槽に入れるëì·は、浄化槽を使用í�するまではíîしないでください。 
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４－１１４－１１４－１１４－１１    試運転試運転試運転試運転    工事が�¬したらC施工�¬b
�÷ク�4�E（IS20）で工事の適�を確認X、�の��で¦�ïをおこなってください。 
（１）（１）（１）（１）    設定の確認設定の確認設定の確認設定の確認    OP用ÌÄÈ、N環水Ô�板、�h用ÌÄÈ、 -用ÌÄÈが適!な設定になっているか確認してください。 � �������� 	
�����
�� ����������� ������������ ���� �

����� ����� ��� ������ ��� ������� � � � � � � � � � �
（２）（２）（２）（２）    移送装置の揚水の確認移送装置の揚水の確認移送装置の揚水の確認移送装置の揚水の確認    ¹ÙÚb(ÛÜÝU�À¬�+b�=ÞNß³àá¥âBA�tXYsB£¤¥A¦�¹ãäáÛÜÝU��Ààá¥âBA�tXYs�B£¤¥A¦�¹ÛÜÝU�àán6A­r�& ¼��åæÊÀSXYsB£¤¥A¦�çèé¨Sê¸B ¼Sës&ÓÔ�ìíîåæ�ÊÀSïðsB£¤¥A¦�� � � �ñòó�ôõSÕâBö÷t6A­r&fø?ÞMKn�ù÷sBA�­rn¬ÀÊ�¦ñòó�´úûüý\���zþ��¼����¶�µ�Q�S��]�6¢B&fø?ÞMKSï�sB�£¤¥A¦NO<�	
<�]SúÀë��ï�ù�
�¾6ÀÊ�¦�
    

（３）（３）（３）（３）    担体流動槽のばっ気状態確認担体流動槽のばっ気状態確認担体流動槽のばっ気状態確認担体流動槽のばっ気状態確認    ¹���÷#���tÖ»�n_BA�tXYsB£¤¥A¦��÷���&á�À���á����³A6AË¸��sBAÊ�n&�án�ÕsBtÖ � �Ù��³�÷���³� ¬ÀÊ��¦��
４－１２４－１２４－１２４－１２    竣竣竣竣工検査と引き渡し工検査と引き渡し工検査と引き渡し工検査と引き渡し    ò設�工事がà¬したら、所�関係�庁のð工検Õを受けたX、設置者にkきñしてください。 ò施主には、浄化槽に­�されている¡��¯°書¢をñし、�しい使用法を&'に¯°してください。 ò保守点検業者が決まっている場合には、kñしの際に�£に立ちªうように¤¥してk¦�をおこなってください。また、保守点検業者が決まっていないbは、§¨するようにしてください。 
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５．特殊な施工５．特殊な施工５．特殊な施工５．特殊な施工�
５－１５－１５－１５－１    駐車場に設置する場合駐車場に設置する場合駐車場に設置する場合駐車場に設置する場合（（（（	
��
����������	
��
����������	
��
����������	
��
��������������������������������������������������    �!�­r�&"�#$³��sB£¤¥A¦�% ?&ñ�'¥�!"#�ë)��¾sB£¤¥A¦�( ?&ñ&)B§¨&*+,°�©¥�-.SEF���sB£¤¥A¦��/½0���À&12ª«n¬�­r�}â�¡¢B£¤¥A¦�� � � � � ���Ð�n3#6­r�&��4�n�5ÀÊ��³&67���Ar5�£¤¥A¦������������������ 8 !"#�TU­h�&-.��Ñ�9��:ÊË��:n½;Ù&<¨=<ß��>Ö6A?US@�³£¤¥A¦�

�#\]^#\]^#\]^#\]^ YYYY____ �`a	*+�`a	*+�`a	*+�`a	*+�bT�bT�bT�bT,�cd0�e2+f<ghi2�,�cd0�e2+f<ghi2�,�cd0�e2+f<ghi2�,�cd0�e2+f<ghi2�$$$$

 � A� 4� ��B� C� �� ©� 4� � � � � ���$?&ñ� ���D� EzF� G��� HQ��� I¨Jß��K?&ñ� ���D� EzF� G��� HQ��� I¨Jß�
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５－５－５－５－２２２２    深埋めの場合深埋めの場合深埋めの場合深埋めの場合    ò300++を� るかさ上げは、[対にしないでください。 300++ を� ると、大きな1©が浄化槽本Àにかかり、槽の変ªおよび12のおそれがあります。 また、保守点検の«作・作業が&'におこな ず、��水øが>化する?@になります。 
（１）（１）（１）（１）    深埋めが深埋めが深埋めが深埋めが 300mm300mm300mm300mm 以下の場合以下の場合以下の場合以下の場合    B¬のかさ上げAを使用し、かさ上げをおこなってください。 jkDl-jkDl-jkDl-jkDl-mmmm$$$$①本ÀのÂ�ÃーÄAにB¬の­上げAを�り�けてください。 ②かさ上げAを[さに合わせて�÷�してください。 
（２）（２）（２）（２）    深埋めが深埋めが深埋めが深埋めが 300mm300mm300mm300mm を超える場合を超える場合を超える場合を超える場合    ?水��プ槽を設置して、深7めを 300++ 以下にしてください。 ?水��プ槽が設置できない場合は、®÷�工事をおこなってください。 ®÷�工事は�の�を$%にしてください。 jnopD��kDqmjnopD��kDqmjnopD��kDqmjnopD��kDqm$$$$ò1©から浄化槽を保護するために、浄化槽の周囲によう¯を設けてください。 �#は施工�です。よう¯にかかる1©、上:からのT�等を&'に検°してよう¯の)様を決めてください。 ò®÷�内には水±き用のÍレJ�mJプを設けてください。 ò®÷�の上^は、²³板等で�Åをしてください。  

５－５－５－５－３３３３    湧水がある場合湧水がある場合湧水がある場合湧水がある場合    ò�下水の=い場所6´µな�]の場合の�"は、必ず法^¶·防止のため、適!な施工をしてください。 òû水がある場合には�#のようにかま場を作り、��プでg水しながら作業をおこなってください。 ò�下水\が�ー4è�ク�ー�上^より[い場合には、槽のH上6槽本Àの12を防止するため、H上防止工事をおこなってください。 jrstBD��kDmjrstBD��kDmjrstBD��kDmjrstBD��kDm$$$$ò槽のH上を防止するため、�¸きè�ク�ー�（外槽�é�¹の上: 100++以上まで）工事、またはH上防止金º（B¬）による工事を行なってください。この場合、浄化槽)様»び基_4éÈの"さ、厚みが変わる場合がありますので、必ず弊社z業所にお問い合わせください。 
            � !"� !"� !"� !"#$%&'(#$%&'(#$%&'(#$%&'()*+,-.)*+,-.)*+,-.)*+,-.&/�0123��(&/�0123��(&/�0123��(&/�0123��( ! ! ! !456&78���#��'9:;<456&78���#��'9:;<456&78���#��'9:;<456&78���#��'9:;<����
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５－５－５－５－４４４４    特殊な荷重がかかる場合（建築物、道路の特殊な荷重がかかる場合（建築物、道路の特殊な荷重がかかる場合（建築物、道路の特殊な荷重がかかる場合（建築物、道路の近く及び近く及び近く及び近く及びがけ下等）がけ下等）がけ下等）がけ下等）    -/.$R>1»
�F·Ã6$¼(�Mp�1©�����uu#B0�E$����E�8����ò( )*+,�-.Ã�T��»½¾ê6$#�«#¿CÔÀÁÆ�V1��:ÂÃ/Y¿E$1ø��#_�#B0,�
（１）（１）（１）（１）    建物等の荷重が及ぶ範囲が建物等の荷重が及ぶ範囲が建物等の荷重が及ぶ範囲が建物等の荷重が及ぶ範囲が不明の場合不明の場合不明の場合不明の場合    ,��"+4561ø��°�456$���y�����-.Ãuv CÔÀ�L�âÄ�23'( )*+,�
（２）（２）（２）（２）    建物等の荷重が及ぶ建物等の荷重が及ぶ建物等の荷重が及ぶ建物等の荷重が及ぶ場合場合場合場合    234��Å $-.Ã�T��»½¾ê�����230�456$��¯�2F( )*+,���¯�ÆÇè�ý�ì��È*$ÆÇÈ$®÷
6$��¯�üf0�1©�hi(q�( )*+,��

５－５－５－５－５５５５    屋内に設置する場合屋内に設置する場合屋内に設置する場合屋内に設置する場合    òÚÉÊ��E6$ËÌó46Í�ÛÎÃ�Ó�'$FÀ�G�E6ÌÎ�ëÏ'B0�E$�¦�h2��2F( )*+,�òÈëÉ$��íÃ�Ðw6ÑG�k'(&'�kÒ����ò( )*+,�ò����éê�6$²÷i%�&'���� �4��2F( )*+,�ò���[À�6$-.�T��uu��?�=+�E$8��T���°�&'���ò( )*+,��
５－５－５－５－６６６６    寒冷地に設置する場合寒冷地に設置する場合寒冷地に設置する場合寒冷地に設置する場合    

（１）（１）（１）（１）    保温対策保温対策保温対策保温対策    ���Ó���Ì���456$Û^����s�ÓÔ�n�·������$�7���'( )*+,��7��st6$C�7�� cdd++ �� �45EVIS�ÔY?ÁÂ�st��#���ò( )*+,�
（２）（２）（２）（２）    多雪地に施工する場合多雪地に施工する場合多雪地に施工する場合多雪地に施工する場合    =R���F����x+(6$����ò(=3�¨¿6�#B0�$����­:�p�ê+Ã�'(QR��#����T��OAuuv�+������'( )*+,��� ��������	
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５－５－５－５－７７７７    ポンプアップを必要とする場合ポンプアップを必要とする場合ポンプアップを必要とする場合ポンプアップを必要とする場合    º»����i06$���Õ?uv cdd++ ?�ò(+B0,���Ö�gÛ×�[+456$��í�÷í���E0,B¬#�����À���í�C����í�E�23�'( )*+,�º»�Ø����í��230�456$���?���'( )*+,�òÛâ#�����456$�¦���[À��åÄuv���ò( )*+,�� � � � � � � � ÙÙÙ��í�ÄuvÛâ#����òy45$����ïE'Úõ8Û��i���Ì��#B0,�ò7�ä'6����í��0:��
���?��í��Ü°�6&'�1�åÌ($��T��ÙÃ�uu�������'( )*+,�� � � � � � � � ÙÙÙ����í��0:��
���?����í��Ü°�&'1�åò(+�+?��12��i���Ì��#B0,�ò��í��Û®��í6rP®�12ï¤�y�$Ý"�FvÌ(+B}��E$7�ä'à¬X�ÁÐ�:¹�A`'( )*+,�
�÷�Þ�U��F(+y)F��#����Û®��í��ëì�4J÷
��' üG0����23EpB0,�ò��í��þhrL�8�1'(6��í��rLfriå�6rLX�jÎó4� �ï¤�y�$�¦èì��¶j%�'( )*+,�ò����í��230�45�ghi�8�x+(�&"IJK.LMNOPQ&"$RSTUVWOXSTUVYWWZQ[\.]^_`^abcRdefgh[\.ijk`RlmnYgh@AoijlmOPpqrstuvw[\.]^xyzh{|]^}~������f�^��zR��OP�VR�gWOX��^Y�h&"IJK.LMNOP���k�$L���bPihk�$^���bR��f����`$LM�Pu�tnweZU�X��`$LM�P���&"IJK.t��^�SR�"OP�Q^f�u�h��^ ��Nt�� ��¡t¢£OPu�t¤¥nweZU�Xf¦h�`$ijpqrs§R�`UVWO^¨hrstuP��§©ª^Y�«¬t­®^f��~t�xyz¯=°|ij±nw��`$LMNnweZU�X��&"IJKMN²^¡$³���S^&"´R[\.^&"$%ugµ���¯h[\.^&"$ij&"´W¨^¡$t��¡RQVf����h&"IJK.LM�h��SL&"´W¨¶·nweZU�X���� &"IJK.ij&"´W¨^¡$�h��SR¡$]t¸Wjf�u�tOPX���� &"$�&"´^¹ S�ugº eMNOPX�
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��� [\.»<^k�¼t�½¾k�$LM�PX¯¿LÀ¾k�$LM�P�QR¨ f���t�hÁÂtÃOu�t�`$LM�PX�� � � � � � � � ���Äuv"($ßÄ���÷í�2F�(�#B0,��÷í��#â'�#�����ri'( )*+,��d m������í�VfàáßY6$���÷í�â'â�ghri�2ö"$mJ�í�éê�èì��¶·E&'$r'(�·*+,�� �
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６．アフターサービスについて６．アフターサービスについて６．アフターサービスについて６．アフターサービスについて    $$$$
（１）（１）（１）（１）    アフターサーアフターサーアフターサーアフターサー��������    {öf®�º�_(�¥ã�Ó�'y456${ä*�²÷i%{$By6wxz\�w{¤¥ )*+,��
（２）（２）（２）（２）    保保保保����についてについてについてについて    W±¯°6öfí�Zuvqo'($�[À� c Ç$åG:VwxÒr¹���YJ�::¹� � ÇE0,W±��®Í�§«#�Û3�x+(«%æ'B0�E$Ï' 6W±��{ç )*+,By$W±��C�èÂ�$���{�$Ü�ZE�®å'$M!�Wi'( )*+,�W±¯°�éX�«%�x+(Þ$�hê�{¨ë )*+,�W±¯°����¯°�����p�9ò($�(�öf¥ã�(Û3'y45�6$[�®Í�§� �püì«%������?��*í0�Þ�E0,y)'$W±6Cô5E�W±'$Cu5E�W±0�Þ�E6�#B}�,�juvwxymjuvwxymjuvwxymjuvwxym$$$$��[ÀË[À�âî$)!ç�V�[À�IfÇ¿6 cd Çmn?�#B0,�����â�ïf�0�456$W±�klâ?�#B0,��åG:VÈëÉ$PgQ3$��í$yï]ÃYJ�::¹�VwxÒr¹�â�Þ��x+(6W±�klâ?�#B0,�Ví�:��ÅÃ6öf­�Ó�'yâ�­�ÚJðÃ6W±æ'B}�,�� BEÞ�Å�ô5VIT��nY�x+(W±0�Þ�E0,�Vëñ:¹VòJK�éó$°ôrÜOPQ3� ¤Þ$m÷���$ëì·ÃY6klâ?�#B0,��
（３）（３）（３）（３）    部品の保部品の保部品の保部品の保������������    :¹�P=W~Ç¿6ßI®¤X Ô ÇE0,Ô Ç�é��?$zõ¹���:¹�ö÷6$:¹���<����?��45��#B0�E{¬øù+B0,�VÏ' 6²÷i%{�{¨ë )*+,��
（４）（４）（４）（４）    浄化槽の取浄化槽の取浄化槽の取浄化槽の取��������明書等を明書等を明書等を明書等を	
	
	
	
・・・・��������された場合は、された場合は、された場合は、された場合は、
�
�
�
�にににに������������ください。ください。ください。ください。    Oä��P#'B0,��
（５）（５）（５）（５）    そのそのそのその����不明な点は、不明な点は、不明な点は、不明な点は、
�
�
�
�まままま����お問い合わお問い合わお問い合わお問い合わ����ください。ください。ください。ください。    VC���tE��#����²÷i%VW���J��J�ÕY6�èÂ����FvÌ(+B0,�Ìv�Ïf60ú(�èÂ�{�F?�#B0,�� �
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� ¿� � � � e� � [� � � � \� ���uÍ� � � � � � � h� � � v� � � u�wxyzxG� � � {� � � I� |L�L}� � � � � ~� � � � ����Àü� u\��[\x�u�Jx���w{� � � � � � �� � � � � � �� � � � � � ���hvu� � � � � � � h� � � v� � � u� éËêëhvu� � � � � � � h� � � v� � � u�ÛÜ��� ����R>d��j��b>T����� ÛÜ:?� ����fz|��w }4�����gz|��w }4�PP�fz|��w }4�����fz|��w }4����_�Àü� �����Á�H[��� R� � � � �� ��� � � � � u��xR�ùúÐ[½ � ¡� � � � � � � � � � � �  � ùúÐ[�>:��=>�%�¢Q� '()*(+�,-./%0� �=>£�¤¥� '	
1�	
+2�+34�560�7
�/%0� �¦o3%§¨� '8+*9:;+.
��!%/%0� �©�ª�¤Ý«ð� '<='>?='@
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